
　

戦
国
時
代
と
い
え
ば
、
武
田
信
玄
や
上
杉
謙
信
、

あ
る
い
は
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
と
い
っ
た
英
雄
が

登
場
し
ま
す
が
、
同
じ
時
代
の
伊
賀
の
人
々
は
ど

の
よ
う
な
活
躍
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
巡
ら

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
戦
国
時
代
の
奈
良

に
居
た
僧
侶
の
日
記
や
武
将
の
書
状
な
ど
の
資
料
に

「
伊
賀
衆
」
と
し
て
登
場
す
る
彼
ら
の
活
躍
ぶ
り
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
伊
賀
衆
」
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
戦
国
時
代
の

幕
開
け
と
な
っ
た
応
仁
・
文
明
の
乱
（
１
４
６
７

～
１
４
７
７
）
か
ら
登
場
し
ま
す
。
文
明
２
年

（
１
４
７
０
）
６
月
、
西
軍
の
畠は

た
け
や
ま山方

に
味
方
し
て

和
歌
山
県
の
根ね

ご
ろ
じ

来
寺
ま
で
出
陣
す
る
の
を
は
じ
め
、

同
17
年
（
１
４
８
５
）
10
月
に
は
、
京
都
府
南
部
の

御み

ず

し
厨
子
城
を
「
伊
賀
衆
」
が
畠
山
方
と
し
て
守
備
し

て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
永
禄

４
年
（
１
５
６
１
）
に
奈
良
県
橿
原
市
に
あ
っ
た

十と
い
ち市
城
の
攻
撃
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
元げ

ん
き亀
４

年
（
１
５
７
３
）
に
織
田
信
長
の
家
臣
柴
田
勝
家
ら

に
従
い
近
江
（
滋
賀
県
）
の
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
居

城
を
攻
め
た
記
録
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
賀
衆
は
周
辺
各
地
の
大
名
に
従

軍
し
て
京
都
府
や
奈
良
・
滋
賀
・
和
歌
山
の
各
県
へ

出
陣
し
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
活
躍
と
と
も
に
得
意
と
す
る
戦
法
が

記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
天
文
10
年
（
１
５
４
１
）
に
京
都
府
笠

置
町
の
笠
置
城
を
攻
撃
し
た
時
の
記
録
に
は
「
今
朝

伊
賀
衆
笠
置
城
忍
ヒ
入
テ
少
々
坊
舎
放
火
」
と
あ

り
、
密
か
に
忍
び
入
り
火
を
放
つ
忍
者
を
髣ほ

う
ふ
つ髴
と
さ

せ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
正
８
年

（
１
５
８
０
）
に
奈
良
県
の
五
條
市
内
の
城
を
攻
撃

し
た
際
に
は
、「
夜
中
に
伊
賀
衆
忍
び
入
候
処
」
と

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
の
伊

賀
乱
の
時
、
織
田
氏
に
従
軍
し
た
小
川
新
九
郎
と
い

う
尾
張
の
武
士
の
記
録
に
、「
内
々
伊
賀
の
者
ハ
、

し
の
ひ
（
忍
）
夜
う
ち
（
夜
討
ち
）
上
手
ニ
候
へ
は
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
述
か
ら
、
戦
国
時
代
の
終
わ

り
ご
ろ
に
は
、
夜や

し
ゅ
う襲

や
密
か
に
侵
入
す
る
こ
と
が
伊

賀
衆
の
得
意
な
戦
法
と
し
て
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

幾
多
の
戦
い
を
経
て
蓄
積
さ
れ
た
戦
の
技
術
が
忍

者
「
伊
賀
者
」
を
成
立
さ
せ
、
江
戸
時
代
の
忍
術
書

「
万ば

ん
せ
ん
し
ゅ
う
か
い

川
集
海
」
な
ど
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

な
お
、
古
文
書
な
ど
の
資
料
に
関
す
る
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
、左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　住基カードをお持ちの方で多目
的利用申請をされている方は、時
間外や休日でも自動交付機を使っ
て証明書が取得できます。
　証明書の広域交付サービスには、
住民票の写しと印鑑登録証明書の
２種類があり、希望により選ぶこと
ができます。申請するときに利用
するサービスごとに４ケタの暗証
番号を設定していただきます。多
目的利用の申請は本庁住民課のみ
で受け付けています。
　申請時に必要なものは、①住基
カード多目的利用申請書②本人確
認書類（顔写真なしの住基カード
をお持ちの方）住基カード・運転
免許証・パスポートなど③住基カー

市
の
花

  

サ
サ
ユ
リ

市
の
木

  

ア
カ
マ
ツ

市
の
鳥
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ジ

ド④認印⑤印鑑登録証（印鑑登録
されている方）です。
　住基カードをお持ちでない方
は、本庁または各支所住民課で住
基カード交付申請をしてください。
住基カードには、写真付きカード
と写真なしカードの２種類があり、
希望するカードを選択できます。住
基カード交付手数料は通常５００
円ですが、平成２３年３月３１日
まで無料です。
　さらに便利になった住基カード
をぜひご利用ください。

【問い合わせ】
　本庁住民課２２－９６４５

証明書自動交付機を利用するには

▲「伊賀衆が御厨子城を守備することを
示した絵図」『大乗院寺社雑事記』より

戦
国
「
伊
賀
衆
」
の
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
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